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論文内容の要旨

最近，微生物から，各種の中性糖やアミノ糖に特異的な糖結合物質であるレクチンが次々と見い出さ

れている。例えば， Eschert'chia coli, Pseudomonas aeruginosa , Stγeþtomyces sp. な

どから，それぞれのレクチンが分離・精製され，その糖結合特異性や生物学的諸活性が次第に明らかにさ

れつつある。一方，歯学領域では，エナメノレ質表面の獲得被膜を構成する唾液のタンパク質や糖タンパ

ク質と口腔細菌との相互作用がデンタル・プラークの形成機構との関連で注目され， Ac t z.nom yces 

V z"scosus , Act z"nomyces γLα e s 1 u nd zz , S t r eドococcus mut αns や Stre争tococcus 

sangu z" s などの細胞表面 l乙レクチン様物質が局在することを示唆する研究結果が相次いで報告されて

いる。

著者が所属する教室の柴田( 1979 )は， ヒ卜耳下腺唾液より，プロリンに富む糖タンパク質 (pro­

line-rich glycoprotein，以下PRGP と略す)を精製し，糖側鎖の構造を推定するとともに， [ 3HJ 

-PRGPが口腔レンサ球菌の中で，特に， S. sangu z.s ATCC 10557 株に強く結合することを見

出した。さらに，この結合がD ガラクトースにより特異的 lζ阻止される乙とから， ATCC 10557 株

の菌体表面にガラクトース特異性レクチンの存在を推定した。しかし，柴田は， 乙のレクチンを分離・

精製する乙とには成功しなかった。

との研究で，著者は， S. sanguz"s ATCC 10557 株の菌体をまず 2 % Tri to n X -10 0 , o. 1 M 

EDTA あるいは 8M塩化リチウムで処理し， レクチンを取り出す乙とを試みたが，結果は満足すべきも

のではなかった。そこで，菌体を凍結融解処理し，ガラク卜シドー bovine serum albumin (BSA) 

複合体との結合性 (fluorescein isothiocyana te 標識抗 BSA ウサギ血清を用いた蛍光抗体間接法により
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調べた)を指標として菌体表面のレクチンの挙動を調べたと乙ろ，未処理の菌体表面には本複合体が結

合するが，凍結融解処理したものでは， この結合性がみられなくなるととが判明した。また，電顕的観

察によって，凍結融解処理した菌体では未処理の菌体表面に認められた、 fuzzy coa t H がほとんど消

失する乙と， しかし，乙の乙と以外には特に検知できるような形態学的な変化は惹起されないことを知

っ fこo

ついで，凍結融解処理によって菌体から剥がしとったレクチンの粗標品を， ß-D ーガラクトース結

合バイオーゲル P -2 によるアフィニティクロマトグラフィー，バイオ ゲル P -150 ，さらにバイオ

ーゲル P -30により分画し，赤血球凝集活性を指標として，目標とするレクチンを精製する乙とを試み

た。乙のようにして分画，精製したレクチンは電気泳動的に均質で，サブユニットをもたないー量体で

あり，約 2 万の推定分子量， 8.5 -9.0 の等電点を与えた。化学的には， ク、、ルタミン酸， グリシン，セリ

ン，アスパラギン酸を主な構成アミノ酸とし， フコース， リボース，キシロース，ガラク卜ースを構成

糖とする塩基性糖タンパク質であった。

精製レクチンはPRGP と沈降反応を起こし，各種の糖による沈降反応阻止効果を調べたところ， D ー

ガラクトースが著明な閉止効果を示す乙と，その他の糖では， Dーアラビノースとラク卜ースとが明確

な阻止作用を示す乙とが判明し，本標品がD ーガラクトース特異性レクチンである乙とが明らかにされ

fこ。

精製標品の PRGP との沈降反応性は，標品を加熱処理(中性で 100 0C ， 10分間)しでも完全には消失

しなかった口また， EDTAで処理し，さらにカルシウム，マグネシウム，マンガンイオンを添加しても，

精製レクチンのPRGP との沈降反応性には変化は認められ江かった。一方，プロナーゼ E による処理で

は，精製レクチンのPRGPとの沈降反応性は完全に消失した。この事実は，精製レクチンのタンパク質

部分がPRGP との沈降反応の発現に重要な役割を演じる乙とを示唆する所見といえよう。

以上， 1) S. sanguz"s ATCC 10557株の菌体表面に存在するガラクトース特異性レクチンを，

凍結融解処理により他の菌体成分の混在を最小限にとどめ得る条件で取り出すことができること，した

がって比較的容易な分画操作で目指すレクチンを精製し得る乙と， 2) 精製されたレクチンは分子量約

2 万，等電点 8.5 -9.0 の塩基性糖タンパク質であり，プロナーゼE で処理すると， PRGP との沈降反

応性が失われることなどの新しい事実を明らかにした。

S. sanguis ATCC 10557 株と PRGPとの結合は，菌体表面に存在する上記の特性を示すレクチ

ンが proline- rich glycoproteinの糖側鎖に存在するガラクトースを認識する乙とによると結論されよ

つ。

論文の審査結果の要旨

本研究は， Stre�tococcus sanguz"s ATCC 10557 株の菌体表面に存在する D ーガラク卜ース

特異性レクチンを分離・精製し，その性質の一端を明らかにしたものである。
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乙の研究により. 1) 本菌株の菌体表面に存在するレクチンは，全菌体を凍結融解処理する乙とにより，

他の菌体成分の混在を最小限にとどめ得る条件で分離し得る乙と. 2) 精製レクチンは分子量約 2 万，

等電点 8.5 -9.0 の塩基性糖タンパク質であること. 3) プロリン含量の多いヒト唾液に存在する糖タ

ンパク質 (PRGP) と沈降反応を呈する精製標品の特性は，プロナーゼE処理によって，失われる乙と，

などの新しい事実が明らかにされた。

乙の研究は，本菌株と PRGP との結合が，菌体表面に存在する上記のガラクトース特異性レクチンと

PRGP の糖側鎖に存在するガラクトースとのレクチンー糖結合反応によるという事実を明らかにする乙

とを通じて，初期の歯垢形成を支配する要因の解明に重要な新しい知見を提供するものである。したが

って，永田清君の論文は歯学博士の学位請求に十分値するものと認める口
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